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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 26,542 35,332 148,237

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △2,055 △307 1,819

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（百万円） △2,298 △488 122

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △2,284 △267 1,025

純資産額 （百万円） 88,940 87,735 89,918

総資産額 （百万円） 122,101 127,626 128,517

１株当たり四半期純損失金

額（△）又は１株当たり

当期純利益金額

（円） △34.76 △7.87 1.88

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.8 68.7 70.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,694 170 7,641

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △768 △511 △3,692

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △502 △1,596 △2,785

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 56,540 53,982 55,744

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

       ２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

       ３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期純損失又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失又は親会社株主に

帰属する当期純利益」としております。

       ４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

       ５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成27年４月～平成27年６月）の世界経済は、米国では雇用環境、個人消費や住宅

投資が堅調に推移し、景気は緩やかな拡大傾向にあります。欧州においては、ギリシャ債務問題があるものの、実

体経済としては緩やかな回復を示しております。一方、中国では、株式市場の大幅な下落もあり、景気の減速傾向

が顕著になってきました。日本経済につきましては、円安や原油安にも引っ張られ企業の業績回復はあったもの

の、個人消費に伸びが見られず、全体としては緩やかな回復に留まっています。当社グループの属する電子部品業

界におきましては、スマートフォン市場で伸びが鈍り始めているというものの、自動車関連向けや産業機器向けは

依然として好調に推移しております。

 

このような状況の下で、当社グループでは、スマートフォンを中心とした移動体通信関連（携帯電話）向けにつ

きましては伸び悩んだものの、自動車関連向け及びアミューズメント関連向けにつきましては、堅調に推移いたし

ました。

 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は、353億32百万円（前年同期比33.1％増）、営業損失

は７億97百万円（前年同期は13億56百万円の営業損失）、経常損失は為替変動に伴う為替差益（４億49百万円）の

発生があり、３億７百万円（前年同期は20億55百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は４億88

百万円（前年同期は22億98百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

報告セグメントの売上高及びセグメント利益又は損失は、次のとおりであります。

 

機構部品につきましては、アミューズメント関連向けが増加したことにより、売上高は280億86百万円（前年同

期比49.0％増）、セグメント損失は10億75百万円（前年同期は15億28百万円のセグメント損失）となりました。

音響部品につきましては、自動車関連向けは増加したものの、移動体通信（スマートフォンを含む）関連向けが

減少したことにより、売上高は40億48百万円（前年同期比3.7％減）となりましたが、セグメント利益は１億77百

万円（前年同期比24.6％増）となりました。

表示部品につきましては、自動車関連向けが増加したことにより、売上高は24億３百万円（前年同期比20.8％

増）、セグメント損失は72百万円（前年同期は32百万円のセグメント損失）となりました。

複合部品その他につきましては、情報事務機器関連向けが減少したことにより、売上高は10億15百万円（前年同

期比46.0％減）、セグメント損失は１億３百万円（前年同期は６百万円のセグメント利益）となりました。

 

(注)各セグメント別の売上高は、外部顧客への売上高にセグメント間の内部売上高又は振替高を加算したものです。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ17億62百万円減少（前年同四半期連結累計期間は22億80百万円の増加）し、539億82百万円となりました。

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、１億70百万円の増加（前年同四半期連結累計期間は36億94百万円の増加）となりまし

た。これは主に、売上債権の減少10億96百万円（前年同四半期連結累計期間は18億82百万円の減少）、たな卸資

産の増加14億13百万円（前年同四半期連結累計期間は７億68百万円の減少）、仕入債務の増加14億33百万円（前
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年同四半期連結累計期間は30億84百万円の増加）、法人税等の支払額12億11百万円（前年同四半期連結累計期間

は５億76百万円の支払）によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、５億11百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は７億68百万円の減少）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出６億25百万円（前年同四半期連結累計期間は７億96百万円）に

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、15億96百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は５億２百万円の減少）となりまし

た。これは主に、短期借入金の増加３億20百万円（前年同四半期連結累計期間は１億71百万円の減少）、自己株

式の取得による支出16億円、配当金の支払３億16百万円（前年同四半期連結累計期間は３億30百万円）によるも

のであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

当社の会社の支配に関する基本方針の概要は以下のとおりであります。

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に対する大規

模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではなく、最終的には株主の

皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさまざまな源

泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長

期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価値ひいては株主共同の利益

を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事業の方

針の決定を支配する者として不適切であると判断し、このような考え方をもって、当社の財務及び事業の方針の決

定を支配する者の在り方に関する基本方針といたしております。

 

(4) 研究開発活動

   当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５億37百万円であります。

   また、当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の変更内容は、次の通りであります。

機構部品における研究開発

・自動車のドアハンドル部に組込むリクエストスイッチを開発いたしました。スイッチユニット部の標準化とラ

バー部及びケース部のカスタム対応を可能にすることで、小型で汎用性の高いＩＰＸ８相当の完全防水構造を実現

しております。

音響部品における研究開発

・ハイレゾ音源の高音質なヘッドホン需要の高まりに対応し、デジタル信号処理技術Dnoteを採用したフルデジタ

ルヘッドホンを開発いたしました。デジタル信号を直接スピーカに入力することで、外部ノイズの影響を受けにく

く、高出力音圧・高レスポンスな再生が可能で、高音質・低歪みを実現しております。ＵＳＢバスパワー駆動によ

り、バッテリーが不要で、世界最軽量のデジタルヘッドホンであります。

 

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間の生産、受注及び販売の実績における著しい増減は、次の通りであります。

生産実績において、機構部品が著しく増加しました。これは主としてアミューズメント関連向けの増加によるも

ので、機構部品の生産実績は288億10百万円（前年同期比51.0％増）となりました。また、表示部品が著しく増加

しました。これは主として自動車用関連部品の増加によるもので、表示部品の生産実績は24億52百万円（前年同期

比47.6％増）となりました。

受注実績において、機構部品が著しく増加しました。これは主としてアミューズメント関連向けの増加によるも

ので、機構部品の受注実績は295億95百万円（前年同期比57.6％増）となりました。他方、複合部品が著しく減少

しました。これは主として情報事務機器関連用部品の減少によるもので、複合部品の受注実績は11億71百万円（前

年同期比50.8％減）となりました。

販売実績において、機構部品が著しく増加しました。これは主としてアミューズメント関連向けの増加によるも

ので、機構部品の販売実績は280億37百万円（前年同期比48.7％増）となりました。また、表示部品が著しく増加

しました。これは主として自動車用関連部品の増加によるもので、表示部品の販売実績は22億53百万円（前年同期

比31.9%増）となりました。他方、複合部品が著しく減少しました。これは主として情報事務機器関連用部品の減

少によるもので、複合部品の販売実績は10億21百万円（前年同期比46.2％減）となりました。
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(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

 営業活動によるキャッシュ・フローでは、売上債権の減少、たな卸資産の増加、仕入債務の増加、法人税等の支

払等により、１億70百万円のキャッシュを得ました。

 投資活動によるキャッシュ・フローでは、設備投資等により５億11百万円のキャッシュを使用しました。

 財務活動によるキャッシュ・フローでは、短期借入金の増加、自己株式の取得による支出や配当金の支払により

15億96百万円のキャッシュを使用しました。

 これらの活動の結果及び為替レートの変動が海外子会社の現金及び現金同等物の円換算に与えた影響により、現

金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末の557億44百万円から17億62百万円減少し、539億82百万円となりま

した。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 69,710,084 69,710,084
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 69,710,084 69,710,084 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

― 69,710 ― 13,660 ― 19,596

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 6,432,500 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　63,215,200 632,152 ―

単元未満株式 普通株式　　　62,384 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 69,710,084 ― ―

総株主の議決権 ― 632,152 ―

 （注） 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式39株が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ホシデン株式会社

大阪府八尾市

北久宝寺１－４－33
6,432,500 ― 6,432,500 9.2

計 ― 6,432,500 ― 6,432,500 9.2

 （注） 当社は、平成27年５月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適

       用される同法第156条の規定に基づく自己株式の取得を決議し、自己株式1,815,600株の取得を行いました。

       この結果、当第１四半期会計期間末日における自己株式数は、単元未満株式の買取により取得した株式

       数を含めて8,248,427株となり、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は11.83％となっております。

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当第１四半期連結累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

ホシデン株式会社(E01815)

四半期報告書

 8/20



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 34,641 33,335

受取手形及び売掛金 24,953 24,056

有価証券 21,500 21,001

商品及び製品 6,914 7,880

仕掛品 3,813 3,809

原材料及び貯蔵品 11,334 12,073

その他 5,748 5,731

貸倒引当金 △47 △44

流動資産合計 108,860 107,844

固定資産   

有形固定資産 13,524 13,586

無形固定資産 405 397

投資その他の資産   

投資有価証券 4,411 4,559

その他 1,657 1,581

貸倒引当金 △341 △341

投資その他の資産合計 5,727 5,799

固定資産合計 19,657 19,782

資産合計 128,517 127,626
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,662 20,529

短期借入金 8,275 8,701

未払法人税等 1,552 484

その他 3,732 3,693

流動負債合計 32,222 33,408

固定負債   

退職給付に係る負債 5,438 5,548

その他 937 934

固定負債合計 6,376 6,483

負債合計 38,598 39,891

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,660 13,660

資本剰余金 19,596 19,596

利益剰余金 62,659 61,854

自己株式 △5,998 △7,598

株主資本合計 89,917 87,512

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,718 1,817

為替換算調整勘定 △1,787 △1,669

退職給付に係る調整累計額 70 74

その他の包括利益累計額合計 0 222

純資産合計 89,918 87,735

負債純資産合計 128,517 127,626
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 26,542 35,332

売上原価 25,139 33,441

売上総利益 1,402 1,891

販売費及び一般管理費 2,759 2,688

営業損失（△） △1,356 △797

営業外収益   

受取利息 12 12

受取配当金 26 32

為替差益 － 449

その他 21 36

営業外収益合計 59 529

営業外費用   

支払利息 21 34

為替差損 732 －

その他 4 5

営業外費用合計 758 39

経常損失（△） △2,055 △307

特別利益   

固定資産売却益 8 8

特別利益合計 8 8

特別損失   

固定資産除売却損 9 0

その他 0 0

特別損失合計 9 0

税金等調整前四半期純損失（△） △2,056 △299

法人税、住民税及び事業税 112 58

法人税等調整額 129 131

法人税等合計 241 189

四半期純損失（△） △2,298 △488

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,298 △488
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △2,298 △488

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 20 98

為替換算調整勘定 △14 118

退職給付に係る調整額 7 4

その他の包括利益合計 14 221

四半期包括利益 △2,284 △267

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,284 △267

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,056 △299

減価償却費 424 611

売上債権の増減額（△は増加） 1,882 1,096

たな卸資産の増減額（△は増加） 768 △1,413

営業未収入金の増減額（△は増加） 149 △181

仕入債務の増減額（△は減少） 3,084 1,433

その他 △29 101

小計 4,222 1,349

利息及び配当金の受取額 38 44

利息の支払額 △17 △27

法人税等の支払額 △576 △1,211

法人税等の還付額 27 16

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,694 170

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 107 55

有形固定資産の取得による支出 △796 △625

その他 △79 59

投資活動によるキャッシュ・フロー △768 △511

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △171 320

自己株式の取得による支出 △0 △1,600

配当金の支払額 △330 △316

財務活動によるキャッシュ・フロー △502 △1,596

現金及び現金同等物に係る換算差額 △142 174

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,280 △1,762

現金及び現金同等物の期首残高 54,259 55,744

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 56,540 ※ 53,982
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及

び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」とい

う。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更致し

ました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定によ

る取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っ

ております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間および前連結会計年度については、四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（４）、連結会計基準第44-５項（４）及び事

業分離等会計基準第57-４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

現金及び預金勘定 32,503百万円 33,335百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △363百万円 △354百万円

取得日から３か月以内に償還期限の到来す

る短期投資（有価証券）
24,400百万円 21,001百万円

現金及び現金同等物 56,540百万円 53,982百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 330 5.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月26日

定時株主総会
普通株式 316 5.0 平成27年3月31日 平成27年6月29日 利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動

 当社は、平成27年５月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,815,600株の取得を行いました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間において、単元未満株式の買取による取得も含めて自己株式が

1,600百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が7,598百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 機構部品 音響部品 表示部品

複合部品

その他
計

売上高        

外部顧客への売上高 18,852 4,194 1,705 1,879 26,631 △89 26,542

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 9 284 － 293 △293 －

計 18,852 4,203 1,990 1,879 26,925 △383 26,542

セグメント利益又は損失

（△）
△1,528 142 △32 6 △1,411 55 △1,356

（注）1．セグメント売上高の調整額△89百万円には、管理会計と財務会計の調整額70百万円、為替調整等決算修

正額△159百万円が含まれております。

2．セグメント利益又は損失の調整額55百万円には、棚卸資産の調整額△185百万円、内部取引消去96百万円

及び予算と実績の調整額等144百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 機構部品 音響部品 表示部品

複合部品

その他
計

売上高        

外部顧客への売上高 28,086 4,021 2,346 1,015 35,469 △136 35,332

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 27 56 － 84 △84 -

計 28,086 4,048 2,403 1,015 35,553 △221 35,332

セグメント利益又は損失

（△）
△1,075 177 △72 △103 △1,074 276 △797

（注）1．セグメント売上高の調整額△136百万円には、管理会計と財務会計の調整額△527百万円、為替調整等決

算修正額390百万円が含まれております。

2．セグメント利益又は損失の調整額276百万円には、棚卸資産の調整額△274百万円、内部取引消去64百万

円及び予算と実績の調整額等487百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、従来、「液晶表示素子」としていた報告セグメントは、「表示部品」に

名称を変更しております。なお、セグメントの名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

これに伴い、前第１四半期連結累計期間につきましても、当第１四半期連結累計期間と同様に「表示部品」

と記載しております。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △34円76銭 △7円87銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）
△2,298 △488

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（百万円）
△2,298 △488

普通株式の期中平均株式数（千株） 66,129 62,066

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

       該当事項はありません。

 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成 27年 8月 7日

ホシデン株式会社   

取締役会 御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 美馬 和実        印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 河津 誠司        印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホシデン株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホシデン株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

 （注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

       ２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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